
まちかど graffiti では、広報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

　「あわら市まち・むらときめきプラン」では、各集落の課
題などに対応する支援を計画しており、その一環として各
種セミナーを実施しています。
　３回目となる今回は、「地域資源活用セミナー」を開催し
ました。有限会社オズ（海島遊民くらぶ）代表取締役の江
崎貴久氏が、「地域の恵みを活かす感幸地を目指して」と題
して講演。地域資源の掘り起こしや「あわらならでは」の
人を引き付ける観光資源として活用する方法、観光を通し
て、住む人も来る人も幸せにする「感幸地あわら」にする
にはどうしたらいいかなど、将来を見据えたまちづくり、
人づくりについて学びました。
　参加者からは「当たり前の日常の中、生活の中の “ 面白
さ “ を見つける目、見直す目を鍛えなおしたい」「自分たち
の地域でどのような地域資源があるのか改めて考えたい」
などの声もあり、地域づくりの意識が高まったようでした。

地域の恵みを生かす感
かん
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学ぶ　　　　◆２月９日（日）　グランディア芳泉

　第 20 回環境美化優良校等表彰事業で、北潟小学校が優秀校・
協会会長賞を受賞しました。この表彰は、地域社会と連携しな
がら、独創的な環境美化教育に熱心に取り組んでいる小・中
学校などが対象となるものです。北潟小学校は、５、６年生
がカヌーに乗って北潟湖の水面を、１～４年生が地域団体の
人たちと一緒に湖周辺をそれぞれ清掃する活動を 20 年間続け
てきたことや、自然観察会やフォーラムでの発表を行ったこ
となどが評価されました。
　この日、主催者側から表彰を受けた全校児童 75 人は「これ
からも活動を続けて、地域のシンボルである北潟湖を、自然
豊かで誰からも愛される湖にしたい」と意気込んでいました。

清掃活動で表彰
◆２月６日（木）　北潟小学校

　市内４つのこども園で、嶺北あわら消防署による「幼年消防
クラブ防火教室（防火豆まき）」が行われました。
　このうち本荘こども園では、３～５歳児の豆まき会を併せて
開催しました。園児たちは、それぞれ手作りの鬼の面をかぶっ
て踊って楽しんだ後、いよいよ鬼が登場。火遊びをする悪くて
怖い鬼に、逃げたり泣いたりする子もいる中、最後にはみんな
で豆を投げて追い払い、火遊びはしないことを誓っていました。

火遊び鬼をやっつけろ！
◆２月３日（月）　本荘こども園

　JA 花咲ふくいが販売する「大豆入麦茶」の売上金の一
部（５万 2000 円）を、花咲ふくい農業協同組合から寄
付していただきました。
　この寄付は、平成 22 年から毎年行われていて、頂いた
寄付金は市の食育活動に役立てています。

ご寄付ありがとうございます
◆２月 27 日（木）　市役所

新型コロナウイルス感染症
対策にご協力を！

　新型コロナウイルス感染症が全国で流行し
ていますが、手洗いや咳エチケットを行うこ
とが基本的な対策となります。
普段から正しい手洗いや咳エ
チケットを心掛けてください。
　詳しくは、市のホームペー
ジをご覧ください。

正しい手の洗い方
①流水で手をぬらした後、せっけんを

つけ、手のひらをよくこする。
②手の甲を伸ばすようにこする。
③指先・爪の間を念入りにこする。
④指の間を洗う。
⑤親指と手のひらをねじり洗いする。
⑥手首も忘れずに洗う。
⑦洗い終わったら、十分に水で流し、

清潔なタオルなどでよく拭き取る。

咳エチケット
・マスクを着用する（口と鼻を

覆う）。
・マスクがないときは、ティッ

シュ・ハンカチで口と鼻を覆う。
・とっさのときは、袖で口と鼻

を覆う。
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